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─
 「若林奮  森のはずれ」
─
会期：2023年6月1日［木］─8月13日［日］

会場：美術館展示室2・4・5・6、ア トリウム1・2

主催：武蔵野美術大学 美術館・図書館
特別協力：WAKABAYASHI STUDIO

助成：芸術文化振興基金
監修：
袴田京太朗［武蔵野美術大学 造形学部油絵学科教授］

伊藤誠［武蔵野美術大学 造形学部彫刻学科教授］

戸田裕介［武蔵野美術大学 共通彫塑研究室教授］

グラフィックデザイン：秋山伸［edition. nord］

作品修復・会場施工・展示：square 4

輸送展示：
 トータルアートサービスHIGUCHI

 ヤマト運輸株式会社

担当：
 鳥越麻由・森克之・北澤智豊
 ［武蔵野美術大学 美術館・図書館］

─
イベント

─
 トークイベント_1

日時：7月1日［土］17:00–18:30［16:30開場］

会場：美術館ホール／入場無料／先着順［予約不要］
／直接会場へお越しください。
出演者：
吉増剛造［詩人］

袴田京太朗

─
 トークイベント_2

日時：7月29日［土］／15:00–16:30［14:30開場］

会場：美術館ホール／入場無料／先着順［予約不要］
／直接会場へお越しください。
登壇者：
酒井忠康［世田谷美術館館長］

水沢勉［神奈川県立近代美術館館長］

─
 《所有・雰囲気・振動─森のはずれ》
 内部特別観覧［完全予約制］

 日時：6月17日［土］、7月8日［土］、7月22日［土］、8月5月

［土］／各日13:00–15:00［予定］
●6月3日［土］より当館webサイトにてご予約開始。

─
凡例
─
─	 展示空間ごとに、作品番号、作品名、制作年、素材・技法、
サイズ（高さ×幅×奥行cm、平面の場合は縦×横cm、映像の場合

は時間）、所蔵先の順に記した。
 ただし、資料類については不要な情報を省略し、適宜撮影
者や撮影時期、発行元などを補記した。また、写真資料の
被写体が作品である場合、作品名に加えて、制作年、現在
の所蔵先を補記した。

─	 作品情報は原則制作年順で掲載し、同シリーズ作品の場
合はシリーズ内での制作年順とした。

─	 本展では以下の2種類の作品番号を使用した。
 作品番号─数字2桁

 資料番号（展示室6）─（ⅠorⅡ-）数字1桁-数字2桁　
 ●あらかじめ「Ⅰ 森のはずれをめぐって」「Ⅱ Daisyをめぐって」と
二つのパートにわけ記した。

 ただし、写真資料に限り作品番号末尾に「P」を附した。また、
一部展示室6以外に展示される作品がある。

─	 任意で記した事項は［  ］で括った。
	 ─
─	 作品情報は原則として以下の展覧会図録を中心に、主要な若
林奮展図録を参照し記したが、調査により改めた情報もある。

 ●1987年以前の作品：
 後藤新治編「若林奮  彫刻作品総目録：1959–1987」『若
林奮：1986. 10 –1988. 2』（北九州市立美術館、1988年）

 ●1989年から1997年までの作品：
 水沢勉（神奈川県立近代美術館）編  「作品リスト：1989–」『若
林奮─1989年以後』（東京新聞、1997年）

─	 WAKABAYASHI STUDIO所蔵のドローイングの情報は

原則としてWAKABAYASHI STUDIOから提供を受けた

データベースを参照した。
 本データベースは、2015年から2016年にかけて開催された

「若林奮  飛葉と振動」展準備に際して行われた「若林奮ド
ローイング調査委員会」による調査がまとめられたものである。

 無題のドローイングについては、以下の同展図録の凡例に則
り、作品に記された日付とWAKABAYASHI STUDIOによる

整理番号を追記した。
 名古屋市美術館、足利市立美術館、神奈川県立近代美
術館、府中市美術館、うらわ美術館編『若林奮  飛葉と振

動』（読売新聞社・美術館連絡協議会、2015年）

	 ─
─	 ハンドアウトに掲載した主要作品解説文（pp. 4–5）は鳥越麻由

（TM）、北澤智豊（KT）が執筆し、末尾にイニシャルを記した。
─	 展示室6（資料篇）の会場に掲示した各解説文については、
鳥越が「Ⅰ森のはずれをめぐって」を、北澤が「ⅡDaisyをめ

ぐって」をそれぞれ担当した。

─
 「若林奮 森のはずれ」展図録
─
山本糾氏による撮り下ろし会場風景写真、資料篇図版や各種解説をはじめ、
北谷正雄氏（豊田市美術館 チーフキュレーター）や勝俣涼氏（美術批評家）による寄稿、
1980年代に執筆された峯村敏明氏による若林論（再録）、若林奮本人による文章（再録）、本展監修者および担当学芸員の論考など。
A5変形／300頁程度を予定／2023年7月発行予定。当館受付およびwebサイトにてご予約受付中。

1988 

25.2×36.2 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

2-03  

［ドローイング 1989.01.01-0690］ 
1989 

25.8×36.0 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

2-04  

 ［ドローイング 1989.02.01-1］ 
 1989 

36.0×25.5 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

2-05 

BLACK COTTON̶1 

1989 

100.0×75.5 

紙、リトグラフ 

武蔵野美術大学 美術館・図書館
─  

2-06  

BLACK COTTON̶8 

1989 

100.0×75.5 

紙、リトグラフ 

武蔵野美術大学 美術館・図書館
─  

2-07  

BLACK COTTON̶9 

1989 

100.0×75.5 

紙、リトグラフ 

武蔵野美術大学 美術館・図書館
─
─ 

3｜硫黄
─ 

3-01  

［ドローイング 1988-183］ 
1988 

36.0×25.7 

鉛筆、インク、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

3-02  

［ドローイング 1991-111］ 
1991 

36.2×25.5 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

3-03  

［ドローイング 1991-116］ 
1991 

25.7×19.2 

鉛筆、インク、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

3-04  

［ドローイング 1991.10.28-97］
1991 

30.0×21.0 

鉛筆、色鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

3-05  

［ドローイング 1991.10.29-98］
1991 

30.0×21.0 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

3-06  

［ドローイング 1992.03.17-37］ 
1992

25.5×18.0 

色鉛筆、インク、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

3-07  

［ドローイング 1992.03.19-46］ 
1992

35.5×19.3 

鉛筆、色鉛筆、インク、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

3-08  

［ドローイング 1992.03.22-48］
1992

25.5×19.3 

鉛筆、インク、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

3-09  

［ドローイング 1992.10.15-84］ 
1992

36.2×25.5 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─
─ 

4｜Daisy 

─
4-01  

［ドローイング 1988.10.19-114］ 
1988

25.5×36.2 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

4-02  

［ドローイング 1992.12.18-105］ 
1992 

29.5×21.0 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

4-03  

［ドローイング 1992.12.19-30］ 
1992 

43.0×32.1 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

4-04  

［ドローイング 1993.07.23-166］ 
1993 

21.0×29.5 

鉛筆、色鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

4-05 

［ドローイング 1993.07.26-281］ 
1993 

25.7×24.3 

鉛筆、色鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

4-06  

［ドローイング 1993.12.24-284］ 
1993 

22.4×36.1 

インク、墨、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

4-07  

［ドローイング 1994.01.07-084-a］ 
1994 

25.7×23.0 

鉛筆、色鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

4-08  

［ドローイング 1996.02.01-006］ 
1996 

21.5× 28.3 

水彩、水性フェルトペン、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

4-09  

［ドローイング 1996.02.08-168］ 
1996 

21.5×19.8 

水彩、鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

4-10  

［ドローイング 1996.10.23-072］ 
1996 

25.0×21.6 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

4-11  

［ドローイング 1996.10.26-076］ 
1996 

25.0×21.6 

水彩、鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

4-12  

［ドローイング 1997.08.31-123］ 
1997 

12.7×8.0 

鉛筆、色鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

4-13  

［ドローイング 1998.06.22-135］ 
1998 

22.5×17.5 

鉛筆、色鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

4-14  

［ドローイング 1998.08.02-166］ 
1998 

24.3×21.0 

鉛筆、色鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

2F
─
展示室4

参考出品01

《所有・雰囲気・振動─森のはずれ》修復記録
撮影・編集：大田晃
2023

 14分00秒

映像

武蔵野美術大学 美術館・図書館
─
参考出品 02

所有・雰囲気・振動─森のはずれ 1981–1984
［制作風景写真スライドショー］

編集：若林夏欧
撮影：内田芳孝ほか
音楽：GENZ

2007

5分24秒

映像

WAKABAYASHI STUDIO

─
参考出品03

所有・雰囲気・振動─森のはずれ ドローイング 

1981
［2冊のスケッチブックスライドショー］

撮影・編集：若林夏欧
2010

8分50秒

映像

WAKABAYASHI STUDIO
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2F
 展示室5

2F
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1F
 展示室2

1F
 アトリウム1

エントランス

受
付

32

2F

─
展示室5

01  

振動尺Ⅰ 
1979 
20.5×34.7×149.5 

鉄 
DIC川村記念美術館
─
02  

振動尺Ⅱ 
1979 
34.6×54.6×163.5 

鉄、木、グワッシュ 
DIC川村記念美術館
─
03  

振動尺Ⅲ 
1979 
19.7×28.8×181.6 

鉄、木、グワッシュ 
DIC川村記念美術館
─
04  

振動尺Ⅳ 
1979 
18.8×19.7×186.2 

鉄 
DIC川村記念美術館
─
26  

閉じた系列としての振動─自画像 
1990–2003 
7.0×21.7×30.8 

鉛筆、インク、ボールペン、紙、真鍮 
WAKABAYASHI STUDIO

1F

─
展示室2

05  

所有・雰囲気・振動̶森のはずれ 
1981–84

サイズ可変
（部屋状部分サイズ：257.0×414.8×506.3）

鉄、鉛、紙、木
武蔵野美術大学 美術館・図書館
─
I-5-06  
 ［無題（1983. 07. 05）］ 
1983 
28.0×21.6 

鉛筆、紙 

武蔵野美術大学 美術館・図書館
─
I-5-07  

［無題（1983. 07. 05）］ 
1983 
28.0×21.6 

鉛筆、紙 

武蔵野美術大学 美術館・図書館
─
I-5-08  

［無題（1983. 07. 05）］ 
1983 
28.0×21.6 

鉛筆、紙 

武蔵野美術大学 美術館・図書館
─
I-5-09  

［無題（1983. 07. 10）］ 
1983 
28.0×21.6 

鉛筆、紙 

武蔵野美術大学 美術館・図書館

2F

─
アトリウム2

06  
Sulphur Drawing No. 3 
1990 
100.0×79.0×1.8 

硫黄、グワッシュ、木炭、紙 
WAKABAYASHI STUDIO

─
07  
Sulphur Drawing No. 29  
1992 
74.5×70.0×1.0 

硫黄、アクリル、紙 
WAKABAYASHI STUDIO

─
08   
Sulphur Drawing No. 40 
1992 
106.0×75.8×3.0 

硫黄、アクリル、木炭、紙 
WAKABAYASHI STUDIO

─
09  
Sulphur Drawing No. 44 
1992 
92.8×61.5×3.0 

硫黄、石膏、木 
WAKABAYASHI STUDIO

─
10  
Sulphur Drawing No. 46 
1992 
92.2×61.0×3.0 

硫黄、石膏、木 
WAKABAYASHI STUDIO

─
11  
Sulphur Drawing No. 49 
1996 
104.7×75.5×3.0 

硫黄、アクリル、紙 
WAKABAYASHI STUDIO

─
12  

［緑・Ⅱ Sulphur Drawing  Ⅳ］ 
1998 
97.4×74.3×2.0

硫黄、木炭、紙 
WAKABAYASHI STUDIO

─
13  
The First White Core Ⅰ 
1992 
125.5×70.5×78.0 

木、硫黄、銅、石膏 
WAKABAYASHI STUDIO

─
14  
The First White Core Ⅱ 
1992 
126.0×74.0×81.0 

木、硫黄、銅、石膏 
WAKABAYASHI STUDIO

─
15  
The First White Core Ⅲ 
1992 
133.0×63.0×72.0 

木、硫黄、銅、鉄、石膏 
WAKABAYASHI STUDIO

1F

─
アトリウム1

16  
Daisy Ⅰ-A 
1993 
154.0×66.0×66.0 

鉄、ベンガラ 
WAKABAYASHI STUDIO

─
17  
Daisy Ⅰ-B 
1993 
153.0×66.0×65.5 

鉄、ベンガラ 
WAKABAYASHI STUDIO

─
18  
Daisy Ⅰ-C 
1993 
153.8×66.0×65.7 

鉄、ベンガラ 
WAKABAYASHI STUDIO

─
19  
Daisy Ⅰ-D 
1993 
153.7×65.5×66.5 

鉄、ベンガラ 
WAKABAYASHI STUDIO

─
20  
Daisy Ⅰ-E 
1993 
150.0×64.1×65.7 

鉄、胡粉 
WAKABAYASHI STUDIO

─
21  
Daisy Ⅰ-F 
1993 
153.0×64.5×65.8 

鉄、胡粉 
WAKABAYASHI STUDIO

─
22  
Daisy Ⅰ-G 
1993 
153.0×64.5×65.5 

鉄、胡粉 
WAKABAYASHI STUDIO

─
23  
Daisy Ⅰ-H 
1993 
150.0×64.5×65.4 

鉄、胡粉 
WAKABAYASHI STUDIO

─
24  
Daisy Ⅰ-I 
1993 
153.5×66.0×65.0 

鉄、ベンガラ 
WAKABAYASHI STUDIO

─
25  
Daisy Ⅰ-J 
1993 
153.7×64.0×64.5 

鉄、オーカー 
WAKABAYASHI STUDIO

会場マップ

本展での撮影について

●アトリウム1・2、スロープからのみ撮影いただけます。
●フラッシュと三脚の使用、動画の撮影はできません。
●他の来館者の鑑賞の妨げにならないよう、ご配慮をお願いいたします。
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主要作品解説

nos. 01–04

 《振動尺》I, II, III, IV│1979

─
若林は1973年から74年にかけて文化庁芸術家在

外研修員としてパリを拠点とし、エジプトやイギリスに
赴き、またフランスやスペインに点在する旧石器時
代の洞窟遺跡を自動車で巡り、調査しました。この
経験から、何度も重ねて描かれた壁画や、その周
縁─水が台地を削り取り形成された谷や岩陰、
工事や調査によって切り取られ露わになる地層、地
表を覆う草木、土地の表面と地中などへ強く意識
を向けます。3万年前の旧石器時代の風景と、そこ
に立つ現在の自分自身とを行き来しながら、圧倒的
な時間の隔たり、あるいはつながりに思索を重ねるこ
とで、目の前の事物そのものではなく、表面や空間、
時間という不可視の対象に一層関心を強め、これ
までと同じ制作方法や自然の解釈では彫刻を作れ

ないと考えるようになります。この経験のひとつの結実
として制作された作品が《振動尺》です。
前方に向けた視線が捉える対象（犬や樹）の「多く
は分からない」註1という認識から、まずは自身と対象
との距離、さらにはこの間が成立するよう自身と対象
の表面を含んだ空間の検証を彫刻に置き換えるこ

とを試みます。しかし、目の前の対象を自身は知り得
ないと確信する観察者としての若林の目には、見れば
見るほどにその対象は「自分に向かって前進したり、
逆に後退したり」註2して対象を確かに捉えることはで

きません。その振動する空間を測るための尺度は、そ
れ自体伸縮し振えるスプリングのようでなくてはなら

ず、ものさしとしては矛盾する存在といえます。
作品の前端には、作家自身の指跡を示すいくつか
の穴があります。私たちは作家と視線を共有し、対
象のこちら側に立ち、あちら側にあるだろう樹やその
彼方の風景へと視線を向けることになります。しかし
物質の存在しない空間の振動は、視覚では感知
することができません。さらに作品全体を覆う錆はそ
の物質の表面を曖昧にし、その境界をぼかします。
指先の跡は、振動する曖昧な距離やものの表面を
測るために触覚を頼りにした、知覚の痕跡ととれるで
しょう。また、その手跡の根源には、ガルガス洞窟な
どで若林自身が対峙した「ネガティブハンド」（岩肌に
手をあて、自然から採取された顔料を吹きつけ残った手の輪

郭）の記憶があります。本作の手許もまた、何万年も
かけて形成された岩肌、壁画の重ね描き、反転し
た手跡のように、若林の表面や時間、空間への意
識を想起させます。
 《振動尺》は、若林が見つめる具体的な対象や想
像する形態ではなく、観察や思索のありようや、前方
にある対象を表現することで起こる矛盾を形象化し

たものです。自分自身を唯一の尺度として、観察と空
間認識、彫刻の可能性を考察することで生まれた
「振動尺」は、晩年まで若林彫刻を貫く概念となりま
した。以降若林は、自らを含んだ世界を認識するた

めの対象として自然を考察し、彫刻化することを試み
てゆきます。［TM］

─
註1：「若林奮インタビュー（聞き手：青木正弘）」『若林奮展』豊

田市美術館、2002年、103頁。／註2：若林奮『境川の氾濫』

雅陶堂ギャラリー、1982年、21頁。

─
no. 05

 《所有・雰囲気・振動─森のはずれ》│1981–84

─
滞欧を終えて帰国した数ヶ月後の1975年から84年

まで、若林は武蔵野美術大学の共通彫塑研究室
で教えました。在任中の81年、若林は自分自身の
ために学内にある工房内に鉄板をたて、10畳ほどの

空間、通称「鉄の部屋」を作り、部屋の内と外を行
き来しながら思索と制作を重ねます。「振動尺」という
空間を認識する尺度を得て、その探求はさらに発展
し、この部屋を起点として本作をはじめとする80年代

前半の〈所有・雰囲気・振動〉シリーズが生まれます。
「鉄の部屋」そのものを作品の中心に据えた本作
では、「振動尺」という、自身とその前方にある対象の
間に向けられた水平方向の概念を拡張し、「部屋」
という幅や高さ、つまりは面を加え、上下の方向性を
含む空間の「所有」を試みたものでした。
部屋の外壁全体は薄い膜が張ったように鉛で覆

われ、その表面は光を柔らかく反射する鉛固有の
表情により曖昧になっています。その外壁面の、とく
に部屋前方に集中して、大気や植物の象徴として、
鉛のキューブや膨らみを持つ板状の物体が複数重

ねられ配置されます。この外壁前方について若林は
「内部の空間と外側の空間の中間であり、境界」註1

で、「面ではなくなり、奥行きを持つし、内部空間を保
護する或はかくす量  例えば森の外観を持ったなら

ばその森のはずれを含んでいる」註2といいます。すな
わちこの外壁面の前面には森が広がり、鉛の立体
が配置された領域は森の表面、つまりは「森のはず
れ」と捉えることができるかもしれません。
その反対側では1枚の鉄板が外され、立てかけら
れ、そこには地下や水脈、大気を通じて樹々が伸長
してゆく過程と思しきドローイングが5枚重ねられ、私
たちの眼前にはその表面の1枚のみがあります。
樹々が成長を重ね森がつくられてゆくかのように、
その5枚の連なりは部屋の内部へと続き、開口部の
面全体には鬱蒼とした森のごとくドローイングが貼

られています。つまり部屋内側も森であり、植物が満
ちていると捉えられるでしょう。
立てかけられた壁と一体となった5枚のドローイング

の上には、さらに振動尺が壁面から突き出すように取
り付けられています。同寸の紙を垂直方向に重ねて
なる振動尺により、樹々のドローイングはその厚みを
増していくようです。さらに部屋の内側へとその水平
軸を辿ると、同様の「振動尺」が列をなすように置か
れ、その軸線は外壁前方に立てかけられた正方形
の鉛板の重なりへとつながり、振動が部屋の外まで
続いていることがわかります。「振動尺」において若
林自身の手（触覚）は対象の反対側にあることを想

起すると、本作では立てかけられた壁にある5枚のド

ローイングから部屋の外側へとその感覚を拡張して

いることに思い至るでしょう。
本作は部屋の外部に加えて「自分の部屋のなかに
森をつくる」註3ことにより、自身の内的領域そして外
側が植物で満ち、その中に振動尺を配置すること
で、視覚のみではなく触覚を通して部屋全体を「所
有」することを試みた作品といえます。「鉄の部屋」と
いう仕切りをもつ空間を得ることにより、若林は「振
動尺」という水平方向の間の距離の認識から発展
し、領域という上下を含む空間の「所有」へとその思
索を広げてゆきます。［TM］

─
註1、2：未発表のスケッチブックの「1984. 1. 13」付のメモより／

註3：若林奮［無題］『Catalogue Akira Ikeda Gallery 

No.83』アキライケダギャラリー、1986年、無頁。

─
nos. 06–12

 《Sulphur Drawing》│1990–2001か

─
サルファー（Sulphur）とは硫黄のことを示しており、
《Sulphur Drawing》（以降、S. D.）は、実際に硫黄を
もちいて絵画的連作としてつくられました。硫黄は、美
しい鉱物の色素を持つものの、火薬の原料となるこ
とから火を想起させ、また化合によっては毒物となる
危険な物質性を持ちます。若林の作品展開としてS. 

D.は1990年以降約10年間にわたってつくられるこ

とになりますが、素材としてはじめて硫黄を用いたの
はその前年に発表された《Far Sulphuret Garden 

（遠硫化庭）》（1989）です。その作品に現れた「焼け
焦げた原綿の塊」は、イメージの原像として、後の主
要な作品にも展開します。S. D.は硫黄を介して、原
綿の形象化ともいえる《The First White Core》Ⅰ・
Ⅱ・Ⅲ（1992、nos. 13–15）や《DaisyⅠ》（1993、nos. 16 –25）

にも通底していると考えることができます。 
S. D.は一枚の紙に描かれたシリーズもありますが、
出品した本作の下地は何層にも重ねられた厚紙に

よってつくられています。ときに画面は切り抜かれたり、
また硫黄が盛られたりと立体的であり、そして硫黄
の鉱物としての物質性によって、平面的なドローイン
グではなく、厚みをもったレリーフ的な表現による作
品であるといえます。さらに特徴的な表現技法として
《S. D. No.3》（1990、no. 06）、《S. D. No.40》（1992、

no. 08）、《S. D. No.49》（1996、no. 11）の画面の淵は、
液体状にした硫黄に直接画面を漬け込むことで、
厚みをもった硫黄の層をつくりだします。《S. D. No. 

44》（1990、no. 09）、《S. D. No.46》（1992、no. 10）では、
画面全面を硫黄液に漬け込み、その上に石膏が
塗り重ねられ、根來塗りのように削りだすことで物質
の粒度を描きだします。また、削られた描線によって、
幻影のようにイメージが陰刻されています。 
S.D.では、若林の多様な表現イメージが展開して
います。最初期の《S. D. No.3》には、イメージの原像
ともいえる燃える綿屋のシルエットと思しき形態の上

に、若林作品を特徴する円形が幾つも描かれてい
ます。《S. D. No.29》（1992、no. 07）の画面には、四角

形に切り抜かれた2つの穴があり、一方は平滑な
白、もう一方は荒 し々く硫黄が埋め込まれ、対象的
な表情を見せます。度々作品に現れる円形と四角
形、この二つの形象をめぐって、S. D.のエスキース

（1992、no. Ⅱ-3-06）には硫黄の円形は「アラベスク」、
四角形は「奥行き」を示すかのような若林の記述も
あります。また《S. D. No.40》の2つの植物の芽のよ

うな形状は《DaisyⅠ-A》（1993、no. 16）などにみられ

る内部の形象のようであり、また《Black Cotton》
（1993、nos. Ⅱ-2-05, 06, 07）のエスキース（1989、no. Ⅱ-2-

03）にも類似する形象が描かれていることから、原綿
の量塊が表出する過程のようにもみえます。
シリーズの最終形と思われる註［緑・Ⅱ Sulphur 

Drawing  Ⅳ］（1998、no. 12）では、《S. D. No.3》にも現
れた円形に硫黄が盛られ、画面の天と地に整列す
る一方で、その中間領域にはランダムに現れ、植物
の動静をうかがわせます。また《The First White 

Core》Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの構成のように、基壇のような矩形の
うえに植物のイメージが描かれており、Daisyとの関

連性を示唆します。
彫刻のなかに仕舞い込まれることになる若林の視

知覚による表象は、S. D.の分有されたイメージの

絵画的展開によって、厚みをもった彫刻的な画面
のなかに現れているということができるでしょう。［KT］

─
註：本展準備段階における調査により、未発表と思われる

［緑・Ⅱ Sulphur Drawing］シリーズが確認された。本シリーズ

にはⅠ–Ⅴの5点（1998年）、Ⅵ–Ⅷの3点（2001年）がみつかってお

り、本展では1998年制作の作品を出品した。以上のことから本

展では、Sulphur Drawingの制作年を2001年までとした。

─
nos. 13–15

 《The First White Core》I, II, III│1992

─ 

木による白塗りの基壇の上に石膏の塊─ “The 

First White Core”が直立する本作は、〈Daisy〉シ
リーズの前史的な作品ともいえます。本作を特徴する
直方状の形態は、1980年代後半から作品における

ひとつ原風景として表出する、生家で営んでいた綿工
場の火災でみた、焼け焦げて、直立した黒色化した
綿の固まりを、彫刻の原像として象ったものです。 
《The First White Core》Ⅰ・Ⅲの基壇上の石膏部
分は、《Far Sulphuret Garden（遠硫化庭）》（1989）に

おいて、焼けた硫黄の固まりを鋳造したときに用いて
失敗した銅板の雌型を、もう一度、石膏鋳型として
再利用してつくられています。《Far Sulphuret 

Garden（遠硫化庭）》制作時の銅板に残された黄色
の硫黄と、燃えて黒色化した硫黄の姿とが、石膏と混
じりあいながら、新たな作品の表面として転位してい
ます。銅版に残された内部を、石膏鋳造によって反
転することで、白い石膏の中心を核として表出させて
います。その一方で、《The First White Core Ⅱ》
は、Ⅰ・Ⅲとは異なり新たに制作した銅版型によってつ
くられています。Ⅰ・Ⅲが偶然性に依拠した形態で
あったとすれば、Ⅱはその中間領域にある物質の隠
然たる姿を、若林の思考によるイメージの表出によっ

て彫刻化したということができるかもしれません。 
本作Ⅰ、Ⅱ、Ⅲともに木製台座に直立する石膏彫刻と
して同じ構造になっているものの、そのサイズや比率
はそれぞれ異なっており、固有の形態を有しています。
また、それぞれ石膏の塊には、鉄のボルトやベルト
が仕込まれており、そこから染み出した錆と相まって、
硫黄や鉄といった物質そのものから表出した固有の

情景を漂わせています。その後に続く、鉄による外
骨格の内部に色素を秘めた《Daisy Ⅰ》（1993、nos. 

16–25）とは、対称的な作品であるといえます。
焼け焦げた硫黄の原始の表情、そこから立ち上がる
イメージ─形態の固有性によって、石膏鋳造という
典型的な彫刻技法を用いながら、白の静謐な景色
のうちに、物質の本性を彫刻として留めようと試みた
作品であったと考えることができるかもしれません。［KT］

─
nos. 16–25

 《Daisy Ⅰ》A, B, C, D, E, F, G, H, I, J│1993

─
1970年代以降、若林の重要なテーマとして、自身と
対象との距離を知覚する水平方向の原器として

〈振動尺〉シリーズが作られます。1990年代以降つく

られる〈Daisy〉シリーズは、上下の方向性を持つ振
動尺として展開していきます。このシリーズは一作目で
ある《Daisy Ⅰ》（1993）から《地下のデイジー》（2002）ま

で続くことになり、晩年にかけての若林彫刻におけ
る中心的なテーマとなっていたことがわかります。一方
で〈振動尺〉シリーズや〈所有・雰囲気・振動〉シリー
ズとは異なる形態へのアプローチにより、〈Daisy〉シ
リーズは、振動尺の持つ原器的イメージの制約をゆ
るめ、幼少期の燃えた原綿の記憶が、その形象に
影響しているかのようです。
Daisyとは植物のヒナギクに類する名称を表す言葉

で、その語源には「day’s eye（日の目）」という意味がありま
す。Daisyは、太陽の光を浴びる植物の原理を寓意
していると考えることもできます。この植物における視線
は、太陽に向けられる一方、地中へも根をおろし、鉛直
方向に私たちの視覚のその先にある想像の領域を示

しているようでもあります。〈Daisy〉シリーズは、若林の
空間認識における中心概念となった「振動尺」から、
知覚可能な現実領域の先にある想像の領域へ、つ
まり自然の本性ともいうべきピュシスを内包するものとし

てつくりだされることになったともいえるでしょう。
《DaisyⅠ》は、タイトルの可憐なイメージとは真逆に、
鋼材の角柱からつくられており、その表面は、かつて
工業製品であったことを示すかのように文字や記号

を残します。その一方で表面の黒錆は、炉で焼か
れ、物質の原風景として鉄そのものに存在する自然
の表情を見せます。
10点組となる本作は、人の背丈ほどの高さ（153cm

位）であり、その上部への視線は届かず普通には作
品の頂部を見ることができません。しかし、上からの
ぞき込むと、白の胡粉（4点）、赤のベンガラ（5点）、黄
のオーカー（1点）とそれぞれ、自然物を原料とした色
素の粉末が、花粉のように充填されていることがわ
かります。さらに、その粉末のなか、白は、正方形グ

リッドに分割された矩形、赤は、植物の芽のような
板状の突起が表出しており、また黄は、円がいくつも
切り抜かれた鉄板が仕込まれており、Daisyのイ

メージが内包されていることが想像できます。
このように《DaisyⅠ》は人為的な鋼材としての鉄を自
然化した外皮に、若林の自然への観照によって醸
成された植物に偶有するニンフの姿を、縦の振動
尺として想像の領域へと宿した彫刻であると考えるこ

とができるでしょう。なお、本展における作品配置は、
1993年にアキライケダギャラリー（田浦）にて発表さ

れた当時の構成を参考としています。［KT］

─
no. 26

 《閉じた系列としての振動─自画像》│1990–2003

─
 1990年から亡くなる2003年まで、鉛筆やボールペ
ン、インクを用いて断続的に描かれた自画像が分
厚く重ねられ、全ネジで束ねられています。紙のほ
ぼ全てに訪れた国内外のホテルの便箋や封筒が

使用され、滞在した部屋の鏡を見て描いていたこと
が想像されます。晩年の自画像にはメモ帳が用い
られますが、そこにも治療を受けた病院の小さなラベ
ルを貼付していることから、その時 の々自分自身のみ

ならず、自身がいた場所の記憶とともに残す事を重
要視していたことがわかります。私たちの前にある紙
の束には、若林奮という一人の彫刻家の、約13年間

という時間の集積があります。
行きつ戻りつ同様のイメージを反復し続けるドローイ

ング、缶の中に造形物を制作し続ける〈100線〉シ
リーズ（nos.  I-5-10ほか）など、同じことを繰り返すことは
若林作品のひとつの特徴といえます。
とくに私の場合、繰り返すという結果が絵画的なも
のが彫刻的なものに近づくというか、そのあいだが
あいまいになっていくことがあります。たとえば描いて
重ねていけば、それが厚みを増すということ。たくさ
んの紙に同じものを描いていって、積み重ねて20セ

ンチの厚みになったら、それは喜ぶべきことです。註

あるいは一枚ずつ足し引き可能である紙や薄い銅板

などを積み重ねていく方法は「振動尺」の制作にお
いてもたびたびみられ、本作もそのひとつの表れとい
えるでしょう。自画像を用いることで、若林自身の存在
を測る尺度となっていたといえるかもしれません。
また若林は、作品内部にドローイングを入れ込む、
《所有・雰囲気・振動─森のはずれ》では鉄の部
屋を締め切るなど、隠して見せないこと、あるいは何
か隠されていると思わせることで、作品を作り出し、私
たちの想像を喚起します。本作は、自己の記録とい
う極めて内的な行為を閉じ込めた作品であり、最も
直接的な、若林の視線の集積であったともいえるか
もしれません。［TM］

─
註：「若林奮  休息の時間（聞き手：平出隆）」『美術手帖』1997

年7月、743号、102頁。
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資料篇

2F
─
 展示室6
 
─
I. 森のはずれをめぐって
─
─ 

 1｜滞欧期
─
 1-01｜P 

  ［滞欧期の撮影写真より］
撮影：若林奮、1974年

 12.0×16.5、ほか
写真 

WAKABAYASHI STUDIO

─
1-02  

 ［滞欧期 絵葉書アルバム］  

32.5×27.5 

ポストカード、アルバム 

WAKABAYASHI STUDIO

─
1-03｜P  

《立体ノート─気体、固体、液体、現
在 Ⅳ》
《立体ノート─気体、固体、液体、現
在 Ⅴ》
《立体ノート─気体、固体、液体、現
在》Ⅰ–Ⅷ

（Ⅰのみ1973年・ほか1974年、すべて豊田
市美術館蔵）

撮影：内田芳孝、1974年

写真（リプリント）

内田芳孝氏（ネガ）

─
─
2｜振動尺 

─
2-01  

 ［ドローイング 1977.07.13-4］ 
1977 

25.7×19.3 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

2-02｜P  

 ［制作途中の《振動尺》］
撮影：内田芳孝、1979年10月18日、武
蔵野美術大学にて

写真（リプリント） 
内田芳孝氏（ネガ）

─
2-03  

 ［ドローイング
1985.11.11/1998.10.29-316］ 
1985/1998 

25.5×36.0 

鉛筆、色鉛筆、レタリングステッカー、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─
2-04  

［ドローイング 1989.05.23-57］ 
1989 

36.0×25.5 

インク、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─
2-05  

［ドローイング 1993-189］ 
1993 

36.0×25.5 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

2-06  

［ドローイング 1993.01.16-37］ 
1993 

36.0×25.5  

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

2-07  

［ドローイング 1995.10.28-56］ 
1995 

25.8×18.1 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

2-08  

［ドローイング 1997.06.03-98］ 
1997 

26.5×11.8 

水彩、鉛筆、色鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

2-09  

［ドローイング 1998.10.28-314］ 
1998 

24.0×35.5 

鉛筆、色鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

2-10  

［ドローイング 1998.10.28-315］ 
1998 

24.0×35.5 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

2-11  

［ドローイング 2001.01.31-20］ 
2001 

36.0×25.5 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

2-12  

［ドローイング 2001.04.29-70］
2001 

29.5×21.0  

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

2-13  

［ドローイング 2001.05.22-280］ 
2001 

29.5×21.0 

鉛筆、色鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─
─
3｜雰囲気
─ 

3-01  

雰囲気 

1980–2000 

16.6×41.6×14.7 

紙、木、鉛筆、インク、ジェッソ、包帯布、
薔薇、母子草 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

3-02  

［ドローイング 1997.12.15-155］ 
1997 

25.5×18.0  

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─
3-03  

［ドローイング 1998.05.07-96］

1998 

29.6×20.5  

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

3-04  

［ドローイング 1999.05.18-233］ 
1999 

29.8×19.0 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─
─ 

4｜鉄の部屋 

─
4-01  

［ドローイング 1975.02.27-05.09-3］ 
1975 

14.3×17.0 

インク、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

4-02｜P  

［「鉄の部屋」で制作する若林奮（1）］
撮影：内田芳孝、1981年5月31日

写真（リプリント） 
内田芳孝氏（ネガ）

─  

4-03｜P  

《所有・雰囲気・振動─北側の床1》
《所有・雰囲気・振動─北側の床2》
《所有・雰囲気・振動─北側の壁3》
（すべて1981年）

撮影：内田芳孝、1981年ごろ、武蔵野
美術大学にて 

12.0×16.5 

写真 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

4-04  

所有・雰囲気・振動のための模型 

1982 

26.5×65.0×37.2 

鉛、木、鉄、胡粉 

三番町小川美術館

─  

4-05｜P  

［「鉄の部屋」で制作する若林奮（2）］
撮影：内田芳孝、1982年9月7日

写真（リプリント）

内田芳孝氏（ネガ）

─  

4-06｜P  

［《所有・雰囲気・振動─北側の床1》
《所有・雰囲気・振動─北側の床2》
（ともに1981年）の内部に土を入れ植物
を生やした様子］
撮影：内田芳孝、1982年9月7日、「鉄
の部屋」入り口横にて
写真（リプリント） 
内田芳孝氏（ネガ）

─  

4-07｜P  

［「鉄の部屋」と若林奮］
撮影：不明、1983年ごろか  

12.0×16.5 

写真 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

4-08｜P  

《西壁の植物》2nd stage

（1980–82年、国立国際美術館蔵）

撮影：内田芳孝、1983年 

写真（リプリント） 
内田芳孝氏（オリジナル写真）

─
─
5｜所有・雰囲気・振動─森のはずれ

─
5-01  

［ドローイング 1983.04.01-05.07-13］ 
1983 

12.5×9.0  

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─
5-02  

［無題（1983. 07. 05）］ 
1983 

28.0×21.6 

鉛筆、紙 

武蔵野美術大学 美術館・図書館
─
5-03  

［無題（1983. 07. 05）］ 
1983 

28.0×21.6 

鉛筆、紙 

武蔵野美術大学 美術館・図書館
─
5-04  

［無題（1983. 07. 05）］ 
1983 

28.0×21.6 

鉛筆、紙 

武蔵野美術大学 美術館・図書館
─
5-05  

［無題（1983. 07. 05）］ 
1983 

28.0×21.6 

鉛筆、紙 

武蔵野美術大学 美術館・図書館
─
●5-06～5-09は展示室2に展示したため、
作品情報はp. 3に記した。 
─ 

5-10  

100線 No.4 

1983 

2.8×10.5×10.5 

鉄、鉛 

三番町小川美術館

─
5-11  

100線 No.11 

1983 

2.3×6.1×8.8 

鉄、鉛 

三番町小川美術館

─  

5-12  

100線 No.14 

1983 

5.8×5.1×5.1 

鉄、鉛、真鍮 

三番町小川美術館

─
5-13  

100線 No.18 

1984 

2.4×10.4×8.2 

鉄、鉛 

三番町小川美術館

─  

5-14  

100線 No.21 

1984 

2.6×8.9×6.1 

鉄、鉛 

三番町小川美術館

─  

5-15｜P  

［《所有・雰囲気・振動─森のはず
れ》制作中の若林奮］
撮影：内田芳孝、1984年、西多摩郡

瑞穂町アトリエにて 

各12.0×16.5（6点）、各16.5×12.0（2点） 
写真 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

5-16  

 ［《所有・雰囲気・振動─森のはずれ》
のための模型（フォトコラージュ）］ 
1984 

50.3×87.2×54.5 

鉄、紙、印刷（リソグラフか） 
WAKABAYASHI STUDIO

─  

5-17  

［ドローイング 1984.05.12］ 
1984 

45.0×60.0 

写真、紙、コラージュ 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

5-18  

［ドローイング 1984.05.22］ 
1984 

60.0×87.0 

写真、紙、コラージュ 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

5-19  

［「資料（2）所有・雰囲気・振動NOTE 

作製用」アルバム］ 
c. 1984 

33.0×30.5  

WAKABAYASHI STUDIO

─  

5-20｜P  

［「資料（2）所有・雰囲気・振動NOTE 

作製用」アルバムより］ 
c. 1984 

各8.2×11.4（3点） 
写真 

WAKABAYASHI STUDIO

─
5-21  

所有・雰囲気・振動─森のはずれの
ための模型

1984 

39.0×59.2×44.4 

木、鉛、胡粉、水彩、鉛筆 

三番町小川美術館

─  

5-22  

所有・雰囲気・振動─森のはずれの
ための模型No. 3 

1984–85 

22.2×60.0×36.8 

木、鉛、鉛筆 

三番町小川美術館

─  

5-23  

所有・雰囲気・振動─森のはずれの
ための模型No. 5 

1985

25.6×59.9×55.1 

鉄、鉛、石、紙、鉛筆 

三番町小川美術館

─  

5-24｜P  

《所有・雰囲気・振動─森のはずれ》
1st–5thインスタレーション

1st：西多摩郡瑞穂町アトリエ、1984

年／撮影：内田芳孝
2nd：「所有・雰囲気・振動─森のは
ずれ」（アキライケダギャラリー、東京、
1984年12月1日–27日）／撮影：内田芳孝
3rd：「今日の作家 若林奮展」（東京国
立近代美術館、1987年10月6日–11月8日）

／撮影：内田芳孝
4th：「今日の作家 若林奮展」（京都国

立近代美術館、1987年12月15日–1988年

1月24日）／撮影：内田芳孝
5th：「ISAMU WAKABAYASHI 

sculptures and drawings」（ソウル・アー
ツ・センター、1991年10月5日─27日）／撮
影：山本糾 

写真（リプリント） 
 1st– 4th＝内田芳孝氏（ネガ）
5th＝山本糾氏（ネガ）
─  

5-25｜P  

「若林奮 所有・雰囲気・振動」展（雅
陶堂ギャラリー、東京、1984年11月12日─
12月8日）

撮影：内田芳孝 

12.0×16.5 

写真 

内田芳孝氏

─  

5-26｜P  

《所有・雰囲気・振動─草の侵略及
持物について》Ⅰ–Ⅴ（Ⅰ, Ⅳ：1984年、Ⅱ, Ⅲ, 

Ⅴ：1981–83年、すべて豊田市美術館蔵）

撮影：内田芳孝、1984年10月2日、西
多摩郡瑞穂町アトリエにて

写真（リプリント） 
WAKABAYASHI STUDIO（オリジナ
ル写真）  

─
5-27｜P  

《所有・雰囲気・振動─綿についての
記憶》（1984年、神奈川県立近代美術館
蔵［河合コレクション］）

撮影：内田芳孝
写真（リプリント） 
WAKABAYASHI STUDIO（オリジナ
ル写真）

─  

5-28｜P  

《所有・雰囲気・振動─ゆりの樹によ
る集中的な作業》《所有・雰囲気・振
動─ゆりの樹の一枝》（ともに1984年、
滋賀県立美術館蔵）

撮影：内田芳孝
写真（リプリント） 
WAKABAYASHI STUDIO（オリジナ
ル写真）

─
5-29｜P

《所有・雰囲気・振動─SLIT》Ⅰ–Ⅲ

（1984年、Ⅰ：個人蔵、Ⅲ：WAKABAYASHI 

STUDIO蔵）

撮影：内田芳孝
16.5×12.0ほか 

写真（オリジナルおよびリプリント） 
内田芳孝氏（オリジナル写真）

─  

5-30｜P  

《所有・雰囲気・振動─綿を含む三
角形》（1984年、いわき市立美術館蔵）

撮影：内田芳孝
写真（リプリント） 
WAKABAYASHI STUDIO（オリジナ
ル写真）

─  

5-31  

中間距離の緑2 

1985

15.5×43.0×20.5 

鉄、鉛、紙、鉛筆 

三番町小川美術館

─  

5-32  

中間距離の緑8 

1985

13.6×46.5×35.0 

鉄、鉛、グワッシュ 

三番町小川美術館

─  

5-33  

中間距離の緑9 

1985 

9.2×49.8×49.0 

鉄、鉛、石 

三番町小川美術館

─  

5-34  

［ドローイング 1985-11］ 
1985 

18.0×12.5 

鉛筆、インク、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

5-35  

［ドローイング 1986-29］ 
1986 

25.7×18.2 

鉛筆、インク、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

5-36  

［ドローイング 1986-31］ 
1986 

25.7×18.2 

鉛筆、インク、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

5-37  

［ドローイング 1986-40］ 
1986 

63.2×43.2 

水彩、鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

5-38  

［ドローイング 1986/1990-165］ 
1986/1990 

36.0×25.7 

鉛筆、インク、紙、コラージュ 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

5-39  

［ドローイング 1987.08.10-15］ 
1987 

43.0×32.1 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

5-40  

［ドローイング 1988.10.30-117］ 
1988 

25.5×36.2 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

5-41  

森のはずれ 

1990/1994 

80.0×55.0 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

5-42  

［ドローイング 1995.12.10-9］ 
1995 

19.7×27.5 

鉛筆、色鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

5-43  

［ドローイング 1998.09.09-179］
1998 

25.7×20.8 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

5-44  

［ドローイング  2001.01.27-19］ 
2001 

36.5×25.5 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─
─ 

6｜大気中の緑色に属するもの
─ 

6-01｜P  

《大気中の緑色に属するものⅠ》1st–

3rd インスタレーション、「若林奮 大気

中の緑色に属するもの」展（雅陶堂ギャ
ラリー、東京、1982年11月1日─27日）

撮影：内田芳孝
写真（リプリント）

内田芳孝氏（ネガ）

─  

6-02  

「大気中の緑色に属するものⅠ」配置図 

1982 

39.2×54.3 

鉛筆、色鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

6-03｜P  

《大気中の緑色に属するものⅡ》1stイ

ンスタレーション、「第42回ヴェネチア・
ビエンナーレ」（ヴェネチア・ビエンナーレ日
本館、1986年6月25日─9月28日）

撮影：内田芳孝、1986年6月23日 

20.2×25.3ほか 

写真（オリジナルおよびリプリント） 
内田芳孝氏（オリジナル写真）

─
6-04  

［ドローイング 1986-36］ 
1986 

36.0×25.5 

写真、インク、鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

6-05  

［ドローイング 1986-34］ 
1986 

18.5×26.0 

写真、インク、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

6-06  

東京国立近代美術館展示スペース

のためのプラン・ドローイング 

1987 

43.2×63.3 

鉛筆、色鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

6-07  

［ドローイング 1998.09.12-188］ 
1998 

25.0×32.7 

鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

6-08  

［ドローイング  1999-17］ 
1999 

25.7×36.3 

水彩、鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─
─ 

7｜緑の森の一角獣座、4個の鉄に囲
まれた優雅な樹々

─ 

7-01  

新 1々00線 #6 

1995  

7.2×8.7×8.7 

鉄、木、インク、グワッシュ、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

7-02  

新 1々00線 #36 

1996  

7.0×6.5×6.5 

鉄、木、インク 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

7-03  

［ドローイング 1996.02.07-16］ 
1996 

28.3×21.5  

水彩、鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

7-04  

［ドローイング 1996.03-17］ 
1996 

29.5×42.0 

水彩、鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

7-05  

［ドローイング 1996.05.07-19］ 
1996 

26.0×17.7 

水彩、鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

7-06  

［ドローイング 1996.06.13-82］
1996 

33.0×24.0 

水彩、鉛筆、色鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

7-07  

［ドローイング 1996-4］ 
1996 

25.8×35.0 

鉛筆、色鉛筆、ホワイトインク、印刷
用紙

WAKABAYASHI STUDIO

─  

7-08  

［ドローイング 1996-12］ 
1996 

25.8×35.0 

水彩、鉛筆、色鉛筆、ホワイトインク、
印刷用紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

7-09  

若林奮『緑の森の一角獣座』
（WIWP、1996年5月7日） 
1996 

25.7×18.4 

書籍 

武蔵野美術大学 美術館・図書館
─  

7-10｜P  

《緑の森の一角獣座》第1期全景／石
の机と椅子（1996年6月）

撮影：山本糾 

写真（リプリント） 
YOKOTA TOKYO（写真データ）

─  

7-11  

［ドローイング 1999.01.30-45］ 
1999 

24.5×12.5 

鉛筆、色鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

7-12  

［ドローイング 1999.02.10-57］ 
1999 

25.0×11.0 

鉛筆、色鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

7-13  

［ドローイング 1999.03-146］ 
1999 

24.0×19.0 

鉛筆、色鉛筆、インク、ホワイトインク、
紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

7-14｜P  

《緑の森の一角獣座》銅板画の仮設
置（1999年4月17, 18日）

撮影：山本糾 

写真（リプリント） 
YOKOTA TOKYO（写真データ）

─  

7-15  

［ドローイング 1998.12.17-3］ 
1998 

24.8×35.5 

鉛筆、色鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

7-16  

［ドローイング 1999.02.10-10］ 
1999 

24.0×33.0 

水彩、鉛筆、色鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

7-17｜P  

《4個の鉄に囲まれた優雅な樹々》
（2000年、霧島アートの森蔵）

撮影：山本糾、2014年11月

写真（リプリント） 
YOKOTA TOKYO（写真データ）

─
─
─
II. Daisyをめぐって 
─
─
1｜境川
─ 

1-01  

境川 

1985 

55.0×75.0 

水彩、鉛筆、紙 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

1-02｜P  

「境川・西 An Exhibition of Wall 

Paintings 1986」（アキライケダギャラ
リー、東京、1986年11月1

5日─29日）

撮影：内田芳孝
写真（リプリント） 
イケダギャラリー（オリジナル写真）

─
─ 

2｜火事の記憶
─ 

2-01｜P  

［「資料（1）所有・雰囲気・振動NOTE 

作製用」アルバムより］ 
10.5×7.0、7.0×10.5 

写真 

WAKABAYASHI STUDIO

─  

2-02  

［ドローイング 1988.09.10-92］ 




